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十 全 合 雑 誌
   第三十六巻第二號（第三百二號）

       昭和六年二月一日讃竹

原    蒼

     金澤醤科大學生理學教室
        （主任上野教授）

児童胸廓ノ測定
（昭和5年10月14日受附）

島   誠  郁

緒   盲

 最近我国二於テ鰹削漸次盛ントナリ，之レニ段ツチ國民ノ鐙力槍進テ計リ俳セテ麗質改善

二藍シッ・アリ，髄育ハ之レテ學術的二研究シ其ノ方法ノ利害ヨリ更二進シデ髄育種日二付

キ昏固人ノ適否共他種々ノ鮎テ明瞭ニシ之1ノテ最モ合理的二進メテ健康暦道1チ計ラザルヘカ

ラズ・鑓育運動ハ吾人ノ生埋的幾能テ彊大ナラシムルバ勿論兄重二向ツテハ身鐙愛育テ促進

強勢ナラシムルモノナルガ敬二鑓育研究者ハ常二個人ノ鰹格テ全鰹ノ共レニ比シテ髄位テ定

メ鐙育運動ノ効果テ鰹位ノ向．ヒニヨツテ判定スベキナリ，然ルニ我国二於テ児童ノ髄格瞼査

ハ身長，鰹重，及ビ胸園二眼ラレ毎年共ノ統計絞出スルモ之レニ向ツチ研究セラレタルモノ

連ダ少ナク殊二運動ト最モ密接ナル關係テ布スル胸廓ノ詳細ナル研究八三田谷氏，皆吉氏，

巾橋氏等野氏ノ業鏡アルニ過キズ，三田谷氏，皆吉氏ハ児童ノ胸廓直径テ測定シ，胸廓直径

及ビ胸酎旨数ノ卒均チ褒表セラレタルモ両氏ハ測定部位テ異ニシ，英ノ護表セラレタル数値

ニハ相當差異アリ，加アルニ此ノ胴氏ノ研究封稽八大阪地方ノ兎童ニシテ英ノ域綾ハ廣ク日

本テ代表スル二足ラズ、鰹育日々里王盛トナルニ比シ之1ノガ醤撃的硫究ノ甚ダ乏シキハ遺憾ナ

ルノミナラズ，叉各地方胸廓二開スル硫究八人類學上禅釜スルコト少ナカラズト信ジ著者ノ

調査シタルモノナ鉱二護表セントス．

第・章測 定 方 法

 金澤甫畏土塀尋常小撃枚児童二就イチ昭和4年10月測定セルモノナリ，師チ新學年ヨリ6ヶ月チ純タル

モノナル敬二党童ノ年齢ヨリ云ヘバ某年占■…一（某牛十1｝）ノ間ニアル；Eノニシテ文部省規定ノ新學期4

月目リハ2分ノ1年多グ敬二7歳児童ハ6占一7｝歳ニシテ平均7歳二前凌セリ，以下記載スル年齢ハ凡
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テ之レニ準ス，測定ハ毎口午前行ヒ胸園八文部省ノ定メタル學生生徒項髄鹸費規定二準シ起立ノ姿勢二於

テ雨上肢チ自然二重レシメ普通呼氣ノ終レル時二測定シ川，児童ハ測定時二於テ横着ノ前二立ツヤ何レ’

毛精榊緊張チ超シ爲メニ胸部ハ吸氣位ノ姿勢チトルモノ多数ナリ，叉順々吸氣ノ姿勢ニテ呼吸チナス・Eノ

アリ篤メニ實渕上英ノ敷億テ大小ニスルコト日常青人ノ熱ムル所ナリ，比ノ熱ニツイテハ充分桂意テナシ

川ト離モ鬼董ハ検査者ノ注意二係ハヲズ次ムルコけタバサルモノ少ナカラズ．測定器ハ織物製帯尺テ

使用シクリ．胸廓前後樫及ビ左右径ノ測定ハ「マルチン氏責f測器ヂ用ヒ測定部位バ測定着ニヨリ種々アリ

｝雄毛著者ハ乳騰下同一水平面テ選ビ前後樫ニアリテハ前ハ胸骨後ハ脊権嫌献突起上ニテ此爾離間目離

チ測定セリ．胸廓左右樫モ測定者ニョリ種々ノ部位テ選ブモ著者ハ前言巴ノ水牛面上二於テ左右腋窩線上ノ

爾勲間距離チ選ベリ，胸園測定ト回シク呼蔵ノ終リニ検セリ，胸廓直樫ノ測定時二於ケル児童二勤スル注

意ハ前記胸園測定時二回ジ．

第二章 児童胸廓前後径

測定シタル調査表ヨリ価1糎別トシ撒布ノ状態テ示サバ第1表ノ如シ．

               第    一    表

男子胸廓前後程
11 12 13 14 15116 17 18 19 殺検者数

■ u 一 ’ 1  一     ■

6ト7量 1 29 61i35 5一 131

7ト8圭 14 46147 17 1 125

8ト9妾 2
i

2 22148 34 5 113

9圭一10量 2 12 24 44 6 1 89

10ト11呈 6 20 63 13 3 105

1ユポ12去 1 28 49 31 5 1 115

女免胸廓前後樫
洪

エユ ユ2 13 14 15 16 17 18 19

6量一7妾 7 76 45 10 138

7丑一8壬 3 39 52 35 4 1 134

8妾一g曇 工 20 56 ε4 9 120

9ト1O身 5 41 43 26 1 116

10量一11丑 4 17 28 29 9 1 1 89

11呈一12量 8 28 48 11 7 3 1 106

         第・節 兄董ノ胸廓前後煙ノ撒布及ビ撒布度

 1．鐙差範園ノ年齢及ビ性別ニヨル差異  最大及ビ最小値ハ相営動携スベキモノナリト

雛モ今此ノ撒布表ニヨリ撒布範園ヲ見ルニ男女共年齢進ムニ維ヒ擦大ス，男女テ比スルニ7

1歳，9歳，］0歳ニハ男兄ノ愛差範團大ナリト雛モ共ノ他二於テハ女兄ノ鐙蓬範園却ツテ犬ナ

リ，而シテ撒布表二見ルガ如ク，前後径ノ特二大ナルモノヂ男兄二見ズシテ女鬼二見ルハ異
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常胸廓者ガ皿ノ場合女児ニアリ幻レコトヲ示スモノナリ，撒布範蝿ハ筋2表二之レテ示ス．

             第   二   表

     免童胸廓前後程
性年齢大貫／巽繁墓繍取翼鱗鮭；塑化係藪

  ・Hい・・1凪・川…『…一・・一・・山…α・…1・1・

  7差一8｝1251＆6±O雌371Z0－4ト1ωO用土O．0380i6，56

  8委一 9｝   113  14ユ ± 0・0596   11・O－5・O－16・0  0・94 ± O．0422     6，66

男               1
  gト’O圭8911↓5土α06581Z5一同γ0α92川4651a35
  ・・1一・111051149土α05261帖0－1τO1α80士軌03721538
  ・・1－1・1…1岨・・α・…1・乱・一・・一…1α・・土α・・・・ …

  6差一7塁 138 12．4土O・0402 11・O－3．5－14．5 G・70土O・0284  5．64

  乃一8圭 134 13．0土O月565 11』一7・0－18．O 〔L97±O．0400  τ45

  ・ポ9去・・0…±α052・110－4・一150；α・・±αO…1・…
女                      1
  gみ＿ユO吾   116  138 ± 00539 112，O－4．0＿16．0  0．86＝ヒ O．0381     6．23 ’

  ユO具＿11吾 89 14．3±O．0808 12．5－5．5－18．O」ユー13土O．0571  7．89

  11菱一ユ2量106149±0・075913・Oイ5一ユ9－51ユ・16±α0537 7・76

 2．標準偏差男刷1歳二於テ比較的小ナリシモー般二年齢進ムニ從ヒ大トナル，女児ハ9

歳二於テ比較的小ナリシモ年齢進ムニ從ヒ偏差入ナリ，而シテ男児ハ女児二比シテ偏差一般

二小ナリ，棲準偏差ニヨリ胸廓前後径ノ個入内勺楓異ノ程度テ見ル二年少兄ニアリテハ男鬼二

大ナリト離モ年長兄ニァリテハ部ツチ女児二大ナリ，之レ女見二於テハ護惰期護育開始ノ關

係ガ此ノ年代ヨリ始マリ護育二遅速テ生ズル結果ナルベシ．

 3．愛化係数第2表二摺グルカ如シ．

           第二節 胸廓前後樫ノ平均値

 男女児童各年齢二於ケル平均値共他ヲ求メタルニ第2表ノ如シ．

 1．胸廓前後径卒均値ノ年齢及ビ性的異業平均値テ比較スル二男児ハ女児二比シテ各年

齢共典ノ数値入ナリ，両シテ之レテ年齢ニョリ見ル二年齢進ムニ從ヒ男女ノ差小トナル，身

長及ビ鑓重ガ女見12歳二於テ男児同年齢者テ凌駕スルニ拘ハラス胸廓前後径八女児男鬼二及

バズ之一胸團／鮒同一一ア1・男女児／年齢進ムー從1両者／關係ヲ鑑綴織一

ヨリ見ル二大ノ如シ．

年齢・競・歳・歳・・歳
｢・歳・・歳

男・：女1・・・・・・…
P・・・・・…1・1・…小・…

 2．普通兎ノ胸廓前後煙 マルチン氏二薇ヒ胸廓前後脛ノ算術牢均M及ビ標準偏藻dテ

使用シM－6及ビM＋6間テ普通トシ其ノ位チ算出スレバ次ノ如シ．
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醤通見ノ胸廓前後樫  I     I

N 齢
h■ ＾I

7歳 8歳 g歳
1O歳111歳  」

12歳

男 見

?見

…一・・111．7＿工3．1

12，7＿ユ4，5

P2，1＿14．O

13，2＿15．ユ

P2．4＿ユ4．1

！136－54！141＿157   ≡12．9－14，7 13．2－15．5

14．2－16，0

P3．8＿16．1

        第…節 胸廓前後極ノ絶掛及ピ比較壁育

 胸廓前後筏ノ測定ハ毎0．5仙永別ニテ測定シタル散實際ノ藪瞳二比シテ多少ノ誤養テ生ス

ルハ勿論ナリ，加ブルニ實潮時児童ノ胸廓呼吸位モ測定劉直二叉多大ノ影響テ及ボスガ敬二

著者ノ得タル不均値モ多少誤差ナキテ保シ難シ，然レドモ可及的正確ヲ期シテ行ヒタル成績

ニシテ此ノ成績ニヨリ男女鬼各年齢間縄封及ビ比較褒育テ観察スベシ．

男         見
＾」  I’ 一’ I  ］】  L    －                L   一                           一                         ⊥｝                 1

1L
年 齢

。歳1
8 蔑 g 歳 10歳 11歳 12歳

’
一  ■ h                      一 一⊥L一 r■ I－o  II I    1

前後樫 13，1 13．6 14．1 14．5 14．9 15．1

縄戦襲育 O．5 O．5 0．4 α4 O．2

比較壁育 乱・・％1螂 2．84％ 2・76％ 1．34％

L   o              一      →                              』   ■し■                          一 一       一      r阯              一」            ■     o■    一一一                    “                        一   一」  ■  一           一      一                   ’        L             』     …  一   一 ■■   ⊥        止

女        兄
］                             I■■          1                                    …                            L一                      一

年 齢 7 歳 8 歳 9 歳 1O歳 11歳 ユ2歳

1
一            山      皿一一一

前後径 12．4 13．O 13．3 13．8 14．3 14．9

縄勤蟹育 O．6 O．3 O．5 O．5 O．6

比較蛍育 4．84％ 2．30％ ＆76％ a62％ 乱20％
1

 上表ニョリ見ル二男児7歳I3」ニシテi2歳二達スレバi5．iトナル邸チ比ノ期間縄封増加

2．0比較増加15．35％ナリ． 女児7歳12．4ニシテ12歳ユ4．9二達シ兵ノ間縄封土曾川2．5ニシテ

比較増’加20．16％ナリ，之レテ男女比較スル二女児ノ褒育ハ此ノ期間男兄二比較シテ著シク

大ナリ，之レ女児護惰期的襲育ノ影響ニヨルコト勿論ナリトス．各年間褒育テ見ル二男児縄

靭護育ハ7－8族間及ビ8－9歳閲兵二利同シク0．5ニシテ次イデ年次進ムニ從ヒ褒育減少

ス・比較護育モ年次ト共二漸次減少ス．女児縄甜褒育ハト8歳間及ビ11－12歳間共二〇．6ニ

シテ擬犬，8－9歳間⑪．3三シテ護育最モ小ナリ，之レテ比較護育二見ルニクー8歳間最モ犬，

1次イデ11－12歳間ニシテ8－9族間最モ小ナリ．

 著者ノ取扱ヒタル児童ノ胸廓前後煙護育テ三田谷氏，及ビ皆吉氏ノモノト比較セン爲メ両

氏ノ撃ゲタル胸廓前後径ノ平均値ニヨリ護育刊李1出シテ玖二摺グ．
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年 齢

前後樫

絶対凌育

比較蟹育

。歳1

13．5

男

8歳
ユ3．8

0．3

2．22％

g歳

女

 見

ユO歳

140」142
0．2  0，2

1・45％ 1．43％

    児

11歳 12歳
14．8      ユ4．9

0．6  0．1

4．22％ 6．75％

年 鮒

前後樫1

絶甥繋背

比較蟹育

7歳
12．8

1・歳

129

0．1

α78％

9歳
…1
0．2

1．55％

10歳 11歳

13，6  13．9

0，5  0．3

3．8196   2．20％

12歳

ユ4．8

0．9

a49％

皆吉氏

郡  部 男 見
L    ■                 ’ 上川 一    ■                   1                                       ＿     一           凸               L                                           ’’

。歳1。歳
L               」

年齢 7歳 ユO歳 黷附ﾎ エ2歳

…〇一四止

  一一一  一一一I一  一                      」  ⊥   一   止」

前後樫 13．2 13．4 13．7  一P4．1114．4 工4．7

絶醤讃育 0．2 O．3 O．4 O．3 0．3

比較襲育 ・・_ピ．…㌧ Z92％ 1205％ 2．08％

⊥u一山一                    ■］一
I                             皿         』  一                一                                      1

一  I   ■ 皿‘              一」

h           一

郡 部 女 見
一          ■ 止                     I                 1           一           ’ ．   1   一             一一

一

年齢 7歳 8歳， 9．歳
1・・歳

11歳 12歳

前後径
’，

一                       一     一
■                      一

12．6 ユ2．9 13．1 13，6 コ3．7 14．2

0．3 O．2 0．5 O．1 O．5

比較骸育1 2－38％ 工品％ 3．81％ τ36％ 3．66％

市 部 男 見
一I ■I一 」            LユI… 1一           」一一@ 一一             」I一一   』一

年齢 7歳 8歳
  5g歳

1O歳 11歳 12歳

P3．1

1  ■… …■

1381
一  L一一■0 一一 @一一一一         1■   一一一

前後程 13．5 14．0 ユ4．3 叫9

絶対蟹育 O．4 0．3 02一 0．3 O，6

比較旗育 3，05％ Z22％ 1．蝸％ 幻4％ 4．19％
山一    一     一一     』 一  一一 一一 @ 一              1一一          一一                   一」一      I                               I 1  」一                                1…一               IIIL           一

一一

@一」 山     一一  L… 一一一市 部 女 見
L               ■ I            o凹…  』         一        一  一一■■     ■   ■

年齢 7歳 8歳 g歳1 1o1歳 11歳 12歳

123 I 13．1 1・・ v前後程 ユ218 13．5一
B、i

14．O

縄罫襲育 0，5 O．3 0－1 0．5

比較接育 406％i Z34％ 0・76％ Z27％I ＆70％

【5】
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 人鰐ノ護育八相似形二増大スベキモ詳細二褒育ノ状態ヲ綴察スル時ハ身長ノ護脊髄重ノ獲

青二優リ圭トシテ長音ノ盛ンナル時期アリ，或ハ鐙重ノ稜育身長ノ護育二優リ主トシテ横育

ノ座ンナル時期アリ．胸廓ハ胸骨ト脊椎骨及ピ弓状テナス肋骨トヨリ構成セラレ胸廓ノ護育

ハ主トシテ肋骨長ノ護育如何二開係テ有スベシト離モ刀陶廓直径ノ護育ハ身長ノ蟹青二比例ス

ルヤ或ハ騒重ノ援青二比例スルヤテ知ルコトハ多少興味アルコト・信ジ今此ノ三者ノ比較護

育ニツイテ観察スレバ，

．．、

@男＿＿一誓．＿竺＿＿且、、＿平青

年齢
P・歳卜歳・歳11・歳！・・歳・・歳

胸廓前後樫比較雅育

身長比較褒脊

髄量比較稜青

年   雛

胸廓前後樫上ヒ較蟹育

身長比較襲脊

髄重比較褒育

ユ・・ ・・・ ・・・ …！・側

4，08      5，29      3，89      2，34      3．65

、。。。1臥。。 軌。。］α。。 。。。

女  兄  比  較 接  育

。歳。歳。歳1、。歳。1歳、。歳

4，84     2，30     3，76

4，43      4．33      坦．32

8．74     10．55     10．90

3，62

5．69

16．40

4，20

3．16

12．32

 上言巳ニヨリ之レラ見ル二男児ハ年齢進ムニ從ヒ護育減退スルコトハ身長護育二似タルモ

7－8歳間及ビ8－9歳間ノ褒育並二I0－11歳間及ビ11－2歳間ノ麗係八相反セリ，而シテ女

見ハ10－11歳間ノ護育豫想二反シ餓リ小トナリ身長トノ護育比較ヲ見出シガタカリシモ之レ

等ハ測定誤差ニョリテ生シタルモノナルベク面シテ之レヲ騒重ノ褒青二比スルニ寧口身長蟹

育ノ方近似スルモノノ如シー

            第四節胸廓比一前後樫

 胸廓比前後径トハ被検者ノ胸廓前後脛ノ身長二対スル100秀比テ現ハシタルモノニシテ前

記ノ如ク本邦二於デモ欧米二於デモ胸廓直径ノ測定部位ハ謙家ニョリー定セズ．爲メニ胸廓

比前後径ノ数値ハ興ノ部位ニョリテ異テルモノナリ，今著者ノ測定部位ニコル比前後径テ言巳

セ’†次ノ女ロシ．

男女胸廓比 前後樫
■ @一L」』 ■一一L一一一’ P㎞」’一一0 ’一

1

Xl・歳 8歳 9歳 皿歳 Iu歳 12歳
■ 一 止IL一   一一L 山   I    一

男 見 11石 11．6 1ユ．5 11．4 11．4 n．1

女 見 11．2 113 11．O 1ヱり 10．8 1α9

【6】



鬼童胸廓ノ測定 251

第三草見童ノ胸廓左右径

        第一節 鬼重胸廓左右樫ノ撒布及ビ撒布皮

児童胸廓左右健テ測定シ男女各年齢別トシ英ノ撒布テ児レハ第3表ノ如シ．

第    三    表

異見胸廓左右樫＼直樫
年齢＼

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

。。1被検撒  一

』  I ■     止        ■

6ト7ム 1 19 37 ㎎ 20 5 1 131

7ト8舌 1 18 40 47 18 1 125

8トg｝ 5 28 38 28 13 1 113

9卜10善 1 7 24 26 21 8 2 89

10圭一11吾 5 12 20 36 23 6 3 105

11妾一I2｝ 1 7 35 36 20 1O 4  2 115

女鬼胸廓左右樫山 I I ＾

式 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 被横着籔

■ 【

6ポ7量 1128 64 33 11 1 138

7差一8量 2 7 32 45 33 13 2 ユ34

j

8曇一9垂 2 18 43 34 20 3 120

9曼一10｝ 6 22 31 33 20 3 1 1 116

10量一u量 1 7 15 25 20 1O 6
411 ■

89

11．＿12． 1 6 19119 37 17 5 2 106

 1．変差ノ年齢及ビ性別ニコル差異撒布ノ状況テ知ルニハ際準偏差デ用アルコトハ最大

最小ノ塞ニコルヨリモ理論的二正確ナリト雛モ實測ノ結果テ見ルニハ現ハレタル範園ヲ知ル

必要アーリ，第4表二之レテ示ス，而シテ其ノ最大最小値ハ相鴬動糖アルベキモノナリ．今第

3表二於クル撒布範圃テ児ル二年齢進ムニ從ヒ擦大ス．男女テ比較スル二年少兎ノ間ハ両者

共ノ範囲暗々棚等シキモ1峨以後文兄急速二増犬ス，之レ愛情期褒背開始ト密接ナル關係テ

有スルモノナリ．

 2．標準婦菱（第4表）男児8歯二於テ其ノ前年二上ヒシ小テルモ各年齢テ通ジテ纏察スル

トキ八年齢進ムニ從ヒ塘犬ス，女児二於テハ9歳及ビI2歳二於テ典ノ前年二比シ小ナレドモ

文年齢ノ進ムニ從ヒ』曾犬テ示ス，殊二女児I噛二於テ著シク大テルハ女児ガ獲情靭殺背開始

ノ時期二入リ襲育剃ノ遅速二件フチ個人的護育二著大ナル差異テ生ズルタメナルベシ．

 3．愛化係藪 第4表二示スガ如シ．

           第二節 鬼童胸廓左右樫ノ孚均値

 平均値テ求メタルニ第4表二示ス如シ．

                  【 7 】



252 島

第    四   表

見 里 胸  廓  左  右  樫

男

女

年  齢

6士一7号

7ト8垂

8ト9士

9士一10妻

10些一11去

11妾一12量

6圭一7士

7義一8｝

8士一9垂

9ト10｝
。・…一11基1

11壬一12｛

人良

131

125

113

89

105

n5

138

134

120

116

89

105

算術平均及ビ

其確率諜差

17．7土0．0642

18．5 ± O．0579

19．2 ± O．0692

20．0土O．0916

20．9 ± O．0875

21，1 ± O．0831

17，2＝ヒ O．0517

18．1土O．0676

18．5 ：1： O．0653

19．4土O．0777

20．5 ± O．1152

・1・±008971

轡差範国
最小中間最大

標準幅差及ビ

英確率諜差

155－55■210 G
160－50」210 G
175＿＿45＿220 ■

175－70124 u
18．5＿6．O＿24，5

18．5＿6．5＿25．O

15．O＿5．O＿20．O

16，O＿5，0＿21．0 ．

15．5＿5．5＿21，0

17．O－6．5－23，5

17．5＿7．5＿25，0

18．5＿6．5＿25．O

1．09 ± O．0454

0．96 ± O．0410

1．09土O．0489

工．28 ± 0．0647

1．33 ＝ヒ O．0619

132±005871

0．90土0．0365

1．16土0．0478

1．06 ＝I＝ O．0462

1．24 ± O．0549

1．61 ± O．0814

1．37 ± O．0635

鐘化係籔

6，17

5，18

5，69

6，39

6，38

6．26

6，23

6，41

5，73

6，38

7，84

6．35

 i．胸廓左右径卒均値1ノ年齢及ビ性的差異 卒均値デ比較スル二男児ハ女児二比シテ女児

12歳テ除キ各年齢興共ノ値入ナリ，女児ハ12歳二達スレバ身長，鰹重共二同年齢男鬼ヲ凌駕

スルモ前後脛ニアリテ八女児男児二及バズ，然1ノドモ左オ溜八女鬼長大トナリ男児21〃テ

ルモ女見ハ21，53ナリ，而シテ各年齢ニヨリ左右脛ノ男女比テ見ル二年齢進ムニ從ヒ柵近接

シi2歳二至リ英ノ關係相反スルニ至ル・

年  齢

男1：女

7 歳

O，9796

・歳 v9歳

0．9768 0．9656

10歳 11畿 12歳

α970。α9842 P1”7

 2．普通兇ノ胸廓左右脛算術平均M及ビ標準胴差6テ使用シM－6及ビM＋6間テ

「ノルム」トシ其ノイ直テ計出スレバ；定ノ女ロシ・

普 通見ノ胸廓左右樫
年

男

女

齢 7
歳1・

歳 g  歳
ユ。歳1。。歳

12 歳

lll：：lll：lll：lll：に1：lll：ド：：1：1：一111：1：1：1：1：：1

         第三節 胸廓左右樫ノ絶樹及ビ比較蟹育

 胸扉直脛ノ測定ハ呼吸位ニヨリ測定値二差異テ氷タシ易ク正確テ期シ難キモ著者ノ得タル

平均値1ニヨリ各年間ノ褒育ヲ縄針及ビ比較値ニヨリ灘察スレバ次ノ如シ。

                 【8】
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男

年齢・歳・歳1・歳
左右極  17，7  18，5  19．2

絶罫愛育1      α8   0・7

比較謹育       4．52   378

      女
年齢「・歳・歳j・歳

左右樫 17・2 18ユ．1＆5

絶雛育   α・！皿・
比較鮪   …1・・1

兄

・・歳 梶E小・歳

…い・・1・1・
0，8      0．8       0．4

4，15      4，00      1，93

 鬼
。。歳1．1歳一。歳

19，4      20，5      21．5

0．9       1．1      1．0

48715〃  487

上表ニョリ之レテ見ル二男児ハク歳17．7ニシテ12歳二達スレバ21．2トナリ此ノ期間ソ縄

割増加3・5比較増加19．77％ナリ，女児ハ71歳17．2ニシテ12歳二達スレバ21．5トナリ此ノ期

間ノ縄封増加4．3比較増加25．0％ナリ，之レテ男女比スル二女児ノ獲育ハ著シク大ナリ．各

年間ノ護育テ見ル二男児］」12歳間獲育ハ比較的小ニシテ其処ハ略々同様ナリ，比較襲育テ

見ルニ7一一8歳聞墳加最モ大ニシテエ1－2歳間増加最モ小ナリ，女鬼ハ8－9歳間愛育最モ小

ニシテ其処ハ略々等シク0．1－0．2粍ノ差二通ギヂレドモ数値上ハ10－1峨間最大ナリ，之レ

テ比較曖青二見ルニ1O歳一1峨間槍加最モ大ニシテ8－9歳商』曾川最モ小ナリ．

今三旧谷氏及ビ皆吉氏ノ平均値ヨリ英ノ絶勤及ビ比較襲育テ算出シ著者ノモノ｝比較セン

トス．

三田谷氏

男

年 轟令7貴書 8彦覧 9壷義

者E 右歪匡 1  18，4      19，1      19．8

絶甥褒’育≡       OJ    07

比較護育I@     380   366

      女
年嘉■。歳。歳。歳
   j．

左右極118・1 18・8 岨3
絶鋤駿育        0・7   0・5

比較鮪i  ・・・…

兜

 10  童轟    11 漫覧   12 童覧

 ’20，1      20，9      21．4

 0．3      0．8      0．5

 1，52      3，97      2．39

  免

10歳 11歳 12歳
 1・・」・α・ ・1刀

、 O．6≡ O．6  0－5

 …1・。い…

【9】
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皆吉氏
郡 部  男  見

年 齢 7歳
左右樫 17－6

絶勘蟹背

比較蟹育

8歳 9歳 10歳 11歳

18，0      18，4      18．9

0．4      0．4      0．5

2，27     2，22     2．72

19．6

0．7

370f

12歳

20．1

0．5

2．55

郡  部  女  見

年 齢

左右樫

絶勤襲育

比較襲育

7歳 8歳
172」1τ6

   0．4

   2．32

1・歳・・蔑

・・・…
O．4  0．4：

2，27      2．22

11歳

18．6

0．2

1，09

12歳

工9．4

0．8

4．30

市   部   男   兄
一    ＾                                                     ’ 一    皿   1                  ，

年 鮒
   ｛7歳」

8 歳 g 歳 10歳 11歳 12歳
止     」

左右狸 17．3 17．9 18．4 1＆8 19．3 199

絶勤蟹育 0．6 0．5 04 α5 O．6一

比較蟹育 3．46 2．79 2．17 Z66 ＆1O
■

L  1   0    1 【  …  0 ■

市部女児一、一1⊥』
，    一  一 一 』

年 齢 7 歳 8 歳 g 歳 1O歳111歳 12歳

左右樫 …1 17．5 17．9 18．2 18．4 1．92

縄勤襲育 0．5 O．4 α3 O．2 α8

比較襲育 3．55 2．28 1．68 1．10 4．35

著者ノ胸廓左右径ノ比較襲育テ身長及ビ艘重ノ比較護育ト比較スルニ次ノ如シ．

年齢1
胸廓左右利

易  長

髄 重1

男児胸廓本右樫均畏髄重各比較護育

7歳8歳 9歳 ユO歳 11歳
 一’「    」  一『  一  I 一■■  ≡   4，52      3，78      4，15      4，00

   4，08     5，29     3，89     2．34

  ■  1O．32      9，62      9．41     10．15

12歳

1，93

3，65

9．89

女鬼胸廓左右樫勇長躍重各比較接青

年 齢一

胸廓左右樫

貞  長

麗  重

7歳 8歳■
5，23

4，43

4．84

。歳1

2，21

4．33

10．55

10歳

4，87

4，32

1ρ・90

11歳

5，67

5．69

16・49

12歳

4，87

3．16

12．32

【1O】
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 胸廓直径ハ骨胸廓二軟部テ加ベテ測定スルモノニシテ比ノ軟部ニハ筋肉暦テ鉄クカ或ハ極

メテ懐カ存在スルニ過キズ，政鱒二甜スル筋肉ノ影響ハ殊ンドナキモ児童肥沸スレバ皮下脂

肪埴加シ直脛テ増大スルコト少カラズ，比ノ影響ハ身長ノ督格身長二鮒スル比コリモ非常二

類著ナルテ皿テ胸廓直径ノ獲育ハ身長護育ト側へ一定ノ鰯係アルモ前記影響ノタメ不正確ナ

ラシムルコトアラン．

           第四節胸廓比左右樫二就イチ

 各個人ニツイテ比左右樫テ計算セサリシガ英ノ結果二於テ多少ノ相異アルベキモ調査シタ

ルモノノ男女各年齢平均身長ト平均胸廓左右樫ニヨリ計出シタルモノナ比左右樫ト見ナシ次

ノ璽迂催こテ字寄タリ．

胸  廓  比  左  右  狸

年齢・歳
梶E歳

男児■・・い・・

女見115・5」158

9 歳

15，6

15．4

・・歳1・歳
梶E・歳

15．6』159  15．5

ユ6，0     16．3      工5．7

           第四章勇童ノ胸径指数二就イチ

                               胸廓左右樫×l00
 本章二於テハ児童ノ胸廓前後樫ニテプ仁古狸テ除シタル商都チ胸煙指数1瞭嗣麦狸 ノ

大小ニヨツテ現ハレタル児童ノ胸廓ニツイテ論スベシ、初生鬼ノ胸廓ハ前後樫L00二対ス

ル左右往103（女児ニテハ100釣］O斗）テルモ成年者ニテハiOO劉139（女子ハ1－O封Lヰ）ナ

リ、左右樫ノ増加ハ胸廓ノ多少扁卒トナルラ指示ス，叉グヅフネル氏ニコル時ハ前後僅ノ増

加ハ初生見ヨリ成年者二至ル進ニハ約11，9（女子g．9）左右樫ハエ9．0（女子16．3）糎ナリト云7

（鈴木文太郎人類明治糾年）師チ児童護育期二於テ友オ溜ト前後樫トハ褒育度テ異ニシ左右煙

ハ常二前後樫二比シ援育優良ナリ．

 胸蟹指数ノ年齢及ビ性的差異八人類學上ノ研究二興味アルノミナラズ此ノ指数ノ「ノルム」

ヨリ大成ハ小ナルモノノ研究ハ臨床上叉髄育上頗ル興味アルモノト信ジ本章二於テ英ノ統計

的言巳述テナサントス．

             第・節 胸裡指数ノ撒布

 各児童二就イチ胸裡指数テ計出シ共ノ撒布状態ラ示セパ第5表ノ如シ．

 1．蟹差範團ノ年齢及ビ性別ニョル差異櫛後樫ト友右樫ニョリ算出シタル指数ナレバ撒

布二於テ最大最小ノ動携ハ勿論利鴬アルベキモノナリ，第5表ニッイテ見ル二男女ノ著明ナ

ル柵異ト見ルベキハ男児7歳及ビ9歳ノ飛ビ離レタルI例（最大）ヲ除ゲバ，最犬若クハ最大

附近ノ密度ガ女児二於テ大ナル事ナリ，之レニ反シ最小附近ノ密度ハト9歳二於テハ却ツ

チ男毘二大ナリ．

                  【n】
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第   五   表

男児胸裡鍋藪撒布表
＼指藪。
  ㌔

N齢＼
1ユ0

11．1ユ。。1エ。。1エ。。l1。。

140 145 150 155 三60 165

  「η0

175

6ト7量 1 6115 ：：に1 23 1O 4 3 1 1・ 131

7ト8量 1 2

。1。 ！

28 15 12 2 1

 ’1r1
125

Sトg士， 2一 3 ’㍉24 29 20 13 4 3 113

9卜10｝ 2 i 5≡25 20 18 9 8 1 1 89
i

1O卜11士 1 11 7
 1  ’
A181ユ7    i．i

24 32
。。1 。；、

1i．21

i
10争

1

nト12｝ 17 30 ・・」1・一一 ユ15

女兎胸裡指藪撒布表
汐、

11．1  一   ’120 125

110 1101’35 ・・
ｬ・1…ト・・   ’160≡・165

1フ〇一 175
i

；．

6葦一乃 ・111・・ 21122 1441171 1

P341281 1

15
 1

Pi：
1 138

 一

Q13i・ブト8士 2㍉ユ7 ユ3  ■Q1 134

8ト9｝
    ■
B1。 6 16124 34 16i1O 4 1 1－ 1 120

1

gト10量 エーユ 3 工5！ユ8 23 24 17 9 4 11 1 116

10ト11曼 工 8 ．17 P17 23 13 9 ユ 89
i

uトエ2号 1い！ 1
・1    一  エサ ユ7    「

26 I8 i 工4 7 106
i

2．標準偏姜 第6表二示ス．男女児共二9歳二於テ最モ人ニシテユ臓最モ小ナリ，而シ

テ男女テ比較スルニ7－9蔵ハ男児二健二大ナレドモ1O一工2歳八女児二著シク大ナリ、印チ

年長兜重二於クル個人的差異八女児二於テ大ナ〃モノト言7ベシ、

3．蟹化係数第6表二示ス．

        第二節 胸腔指数ノ孚均値

児童ノ胸煙指数テ算出シ之レニヨツテ平均腫テ見出シタルニ集6表二示スガ如シ．

第   六   表

昆童胸裡指藪二關スル平均値
」一■  ”                     一一                                 一I』

性1年齢 1

’          一    出」      L■  ■     』ユ■

@ ，
人貴

算術平均及ビ
其確率諜差

鐘差就園i標準編差及ビ
ﾅ小中間最大i其確率誤差 鐘化係数

’    r                                        一

上
6ト7書 131       一P34J土0．5】54111－7＿a4＿18．1 8．75±O，3645 6．50

7呈一8去 125 136．2土O．56n 106－52－158 9．30土O．3968 6，83

跳一9吾一           一 113 1361±06022 P 11・6イ1－17・7j9〃±α4259 6．97

男1
gト10書 89一 ユ36．6 ± 0－5635  11．9＿3－9＿15£

@     5エ41．2土O．4468＋豆2．6＿3．2＿15．8
7．88±α3984 5．77

10ト11里 105 5・79土α3161 4．8工

lul－1・1■・1・
            ≡・・％±α・…」・・O一・9一応・i…±α・・99

5．96

’L」凹…o一一■ L   －    1－Lu’  一     皿」I■   」止

【12】
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6斗一7｛ ’                一
1381   一

エ38．8土O．4828 1ユ．7－4．2－15．9 8．41±O．3415 6．06

7｛一8｛ 一                    ］

134 139．8±O．5399 ユエ17＿5．1＿16．8 9．27±O．3820 6．63

8｝一gユ 一              一

120 138，3±O．5809 11，3＿610－17．3 9．43土0．4106 6．82

女
9ト10士 116 141．7±O．5774 11．7－5，O－16．7j 9．22土0．4083 5．51

10｛＿11｛  一            一 89 142，5±O．5472 12．4＿一3．6＿16，O I 7．65土0．3868 5．37

11｝＿ユ2ら  ’              一

106 144，3土0．5933 11．5＿4．7＿16．2 9．06±O．4197 6．28

 I・胸裡指数千均値バ町1的差異男女共g歳児童ハ其ノ前年二比シ平均値小ナリ，之レ測

定誤差二基クコト多キモ撒布範幽ノ大ナリシコト及ビ標準偏差ノ最モ大ナルコト等ヨリシテ

此ノ調査ニハ異常兜テ含ムコト比較的多ク甫ホ多数ノ統計ニョラザレバ正確ナル数値テ現ハ

サザルコトテ示スモノナリ，耐シテー般二年齢進ムニ從ヒ平均倣大トナリ男子ハH蓑或ハ12

族ニシテ跣二LO封L4二進シ女児ハ9歳二於テ1．O釣ユ．4以上二達ス，男女テ比較スルニ各

年齢共男児二比シテ女児大ナリ，今男女ノ比ヲ計冊スル二次ノ如シ．

f．甲一歳！・歳・舳・歳・・歳・・歳
          1   一一一                         L1⊥…

男’＝女1個91脳9 P101621”21ω1’脳

2・普通兄ノ胸径指数 算術平均M灰く標準偏差ポチ使用jシM－6双ビM＋6間テ普通

トシ共ノ4直テ計冊シタルニ≡天ノ如シ．

       普通見．．．．．ノ胸裡指数

年齢・歳 P・歳・歳1・・歳・・歳い・歳
男児…9一・…1・・ω一・岨・1・・。・一・・．・』・・＆7一・仏5」13・・一・蜘1・・1．3一・・＆2

       －      1
女鬼130・4一一147・3113α5－149・1128・9－147・71132・5－15091］34・8－150・1135・3－53・4

第三節 胸廓指敷ノ年齢的壇加

 前二述ベクル如ク胸廓ハ初生児二於テハ殆ンド図形二近キモ年齢進ムニ從ヒ左ズ1脛ノ護育

ハ前後煙二優リ成人二達スレバ1．O勤1．ヰ以h二達スト云フ．前後脛ノ左右樫二対スル比八

人種ニョリ多少差異アリト離モ初生児ノ胸襟指数ラ男児1．03女児1．04ト見微シ著者ノ児童

二於クル胸裡指藪平均ト比較スル二男児7歳二達スレバ指数135ニシテ其ノ縄封増加32比較

塘加3L0ク名トナリ更三12歳二進スレバ指数140トナリ縄封増加37ニシテ比較増加35．92名ト

ナル，女児ク裁二達スレバ指数139縄鉗1曾川35ニシテ比較増加33，69名トナリ更二12歳二途

スレバ指藪］糾トナリ縄封増加40ニシテ比較増加38．46名トナル男女檜加率テ比較スル二男

児ノ増加八女児ノ増加二比シテ小ナリ．
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第四節 諸家ノ孚均値比較

男児胸僅指数
年齢・歳」・歳
三田谷氏「1蝸 ・．・6

皆吉氏郡部  133．3  ユ34，3

『珂    i市晋匿   132．ユ     132．6

著  者 134・7  136・2

g 歳

 1．41

134．3

133．3

136．1

一10歳 11歳 12歳≡

  ユ〃  工I41一 ユ．42

 134．0     136．1     136．7

 134．3     135．0     133，6

 ユ36．6     141．2     139．6

女児胸鰹指数
j齢7歳8歳
三岡谷氏  1．41  I，46

皆吉氏郡部 P13σ513a4
回 市都 137．4  136・7

著  者 138．8 1398

．二上．i1O歳u蔑I2歳
  1〃 雌 1ダ1〃

・・M ・… 岨・1・・色・

 136．6     137．9     136．3     137．1

 138．3     141．7     142．5     144．3

 三円谷氏ト著者ノモノト八年齢テ回ジクシ測定方法ハ異テルモ測定部位ハ九ソ同一ナルモ

ノノ如シ，而シテ此ノ両者ノ胸煙指数ヲ比較スノレニ7歳男児ハ著者ノモノ稽々小8歳男児ハ

相等シク9歳男児ハ著者ノ脇脛指数著シク小ナリ，1O歳叉同シク11歳二達シテ三田谷氏ノモ

ノト数値テ等シクス，之レテ興スル二三田谷氏ノ取扱ハレタル鬼童ハ既二9歳ニシテユ．0針

1．4二達スルモ著者ノモノハ1ユ歳ニシテ姶メテ1．O劉一1．4二連ス．皆吉氏ノモノト著荷ノモノ

トハ測定部肢テ異ニスルテ以テ直テニ之レヲ比較シ難キモ測定部位ハ著者ノモノト著シギ隔

リ．ナキガ如クアルテ以テ像リニ之レテ比較スルニ各年齢共著替ノモノハ著シク大ナル指数テ

示ス，且ツ皆吉氏ノモノハ児童期二於テ最大1．O到1，367ニシテ蓬二1．O鮒I．年二逮セズ．女

児ニツイテ見ル二三田谷氏ノモノハ7歳ニシテ既二1．41二逮セルモ著者ノモノハ1，388ニシ

テ著者ノモノ著シク小ナリ8歳9裁二於テ三田谷氏ノモノ著シク大ニシテ著者ノ同年齢児童

二比シ大差アリ，而シテ10歳以後二於デモ三田谷氏ノ指数八相當犬ニシテ著者ノモノテ越ユ

ルコト強シ，著者ノモノハ1O歳次兄二於テ1・0野］・ヰ以上二慈シ男児二先ンズルコト1ク年

ナル事テ示セリ．皆吉氏ノモノハ前部モ郡部モ共二指藪137．9テ越エルモノナク透二女児ト

離モ1．0射I．年テ越エルモノナギナリ．吉田氏八戸山馨校下士野生ニツキ水準緒ト骨盤計ト

チ用ヒ乳跨高同一水平画内二於テ40名ノ安静呼吸時胸廓直径テ精密二計リタル結果前後樫：

左お樫＝1；1、斗2ナルコトテ報ぜリ，著者ハ13歳以ヒノ男児ニツイテ多数測定セザルテ皿テ

児童期以後ノ胸襟指数テ詳カニシ得ザルモ此ノ平均値ト護育ニヨリ見1ノバ13歳以後ハ胸裡指

藪ノ増加率比較的小ナルモノト思考セラル，叉併セテ本邦人ト雌モ地方的二脚樫指数ノ差異

アルベキモノナリト信’ズ．
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     第五節胸裡指数ニヨノγ「アブノノγム」（M一σ及ビ

        M＋σ以外）胸極着ノ不均鶴格

児童ノ鳩胸共他崎形テ除キ胸腔指数ニョル「アブノルム」自ロチ算術平均M標準偏差6ニョ

リM－d及ビM＋d以外ノモノ詳言スレバ胸廓前後樫異常二大ニシテ普通胸廓ヨリ厚キモ

ノト胸廓左肩樫異常二大ニシテ普通胸廓ヨリ扁平ナルモノノ駿格ニツイテ観察セントス．臨

床家ハ期ノ如キ髄型者ハ疾病殊二結核二掛シテ抵抗弱手鑓質トナス．

両シテ此ノ髄型I者ノ児童期二於ケル金、身愛育ハ普通兇二比シテ如何，今之レテ髄重，身

長，胸圃，充雅量，比胸園ニツイテ男女各年齢二於クル平均値テ求メ普通兇ノ平均値ト比較

シクリi葎ク…楚ノ女真シ．

綿

ギ

織

蝋

遼

鍵

却

謝

蜜

鯉

猷

因

舟

国
屋
岩

国
醤

瑚
輯
損

｝ ｝ り 『 唄 円 q 寸 岬 H 円 円 o 『 ｝ q 、 寸
旨等尊＄専等等等与等専等尊書旨等旨旨
ト ト 円 H 『 OO 中 円 弔 ト： N 唄 H 印 0 0… O… O…

曽露出善露邊晴竃お跨竃s富詰菖豊＄s
ト  エ、  LO 守  O， N  しO ト  N  しO 卜  寸  N  ［、 OO 阯つ H  －O
，O  ，O  ，O  ‘、  ト  r，  OO 的  OO O， O  O， OO F→ H  N  寸  OO

HHHH一一HHH一因一㎝NN醐NN
簡竃竃実9撃ま実竃冨竃竃さま竃凄さ竃警護 H H H N－H酬NN困酬N酬NN Or OO OO

  o、 ｝ 円 寸 円 円 円 η 岨 寸 埠 ヰ 9 岬 円 岬 η 『
蝋 d O O O・O岨N O dトN山。〇一N O．Oト  一  F・l H  H  Pそ H  N  N  0，  o0 N  0、 帥  oo oo  oo  oo oo
珂  H H H H H H H 一 一 H 一 一 H H 一 一 一 H

蜜翻富冨竃ミ等塞等冨竃呂ミミ等言竃婁冨等
軒畢岬N両嶋困固岨NO岨N寸O的寸LON寸叶騨一HH一一HHHHHHHH一一一HH剛一ﾝ雪霜胃害詰宵一言富雪彗睾卜雪雲雪菖8く    H    H    一    一        H

国OOOOO、軌N的O、守①OH⑩〇一山岨OO、璽専専尋尋善事奪畠等§専尊§尋専幸善き1母

国は与竃竃：；ミミ標き昌冨竃冨富竃竃害さ冨
二字。．o岨嶋岬山岨岨㊤岨。岨。㊤ゆり岨。o
題…書目§審署§曇§彗曇§竃奏竃尋養§

＿指

潤基実寡ま署羅竃竃葛篭竃竃竃s凄竃暮＝
鍵 F1－HHNN㎝N困困酬NNN醐OOOOO
螢1姜言書書喜…§書§暮馨§肇§§馨§喜

曇蟻言彗等竈ss竃雪s象竃竃竃コs葛冥塞軒睾岨N 両 旧N m 岨 N oo 寸N 的 岨 oo 寸 0 N oo
牛割H H H H H H H H－H H H H H一［H H
域 胃雪崩真雪雷自ミ菖雪ト亀胃津8胃寅胃く    一   H   H       一   一

懸ぺ÷軒ぺ÷釘ぺ÷餌へぐ靱米÷珂糸ぐ靱
  百一中百雷牛戸一隼、自牛目高岸h颪牛鰹・而剛而・蛸両開珂両腕寓屋両寓而両軸
蕎 ℃・O  ℃・◎  ℃・O  ・Oり  ℃り  り℃
蜜農事業意ま三毒果義ま占事業義
嚢

  トミさ的ミミ引ミミ書ミミ一ミミ賞ミミ  l    l    l    l    1    l
廿ドミミ島ミミ冒ミさ語ミミ書ミミヨさミ
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上言巳ニョリ見ルニM＋dヨリ大ナルモノ印チ比較的扁平胸テ布スルモノハ身長高ク髄重之

レニ件ヒ普通兄二比シテ梢々犬而シテーニノ異例アリト難モ男女共二此ノ開係テ有ス．

M－6ヨリ小ナルモノ邸チ比較的厚胸テ有スルモノハ身長低ク鰐重之レニ洋ヒ普通兄二比

シテ梢々小ナリ．充盈量ニツイテ見ル二男児ハ雨型者共一般二小ニシテ，女児ハ普通兇二比

シテ大ナルモノ或ハ小テルモノアリー定セズ．胸囲ハ理論上房卒胸者ハ比較的犬ナルガ如キ

モ平均値ハ或八大成ハ小ニシテー定セズ，比胸囲ハ概シテ雨型者ハ小ナリシモ之レ叉一定セ

ズ，之レテ要スルニ児童期二於テハ異常胸型者ト艇モ著シギ襲育障害テ受ケス．M＋6以

上ノモノハ身長普通則二比シテ大ニシテ織重之レニ件ヒ多少大ナリ．M＋6以下ノモノハ

身長普通兄二比シテ小ニシテ鐙垣稿々小ナリ，耐シテ充盈壁ハ両者共未ダ著シギ襲育障害ア

ルテ見ズ．然レドモ比ノ率實ハ平均値二現ハレタルモノニシテ雨型者ノ個々ニツイテハ児童

螂二於テ既二著シギ護育障害テ蒙レルモノ歴々アリタリ，護宵障害ノ侵害時期二關シテハ著

者ハ中等學庚生徒ニツキ將來硫＝究褒表スル機密アノレベシ、

第五卓見童ノ胸團

            第・節 見董胸園ノ撒布度

児童ノ胸圃テ測定シ英ノ撒布テ見ルニ第8表ノ如シ．

             第    八    泰

男   兜 胸   園   撤   布 表

衣1・・卜…’・・・…ト・1・一・叫・…1」・・1・・j人貴

・1一・；1

7ト8基1

8呈一9｝

gトエ0王

・0ト11；1

ユ1呈一12量 ’

・・1・・1・11・・i…1    l1・・
       1     』 1    ：二≡ll≡：：1：1二一1，1 ≡1：1

    、≡、、工、、、。2，1エエ。、1。、干醐

     1≡  l1
      2－4≡6121－32171283  1105
，     1  」  l        l
l   l11・一・…1・… 一1・≡… 一1・

      女鬼胸園撒布爽
、肝」・・…1・・ト…1・・i・・｛・・［・・1・・1・・］・11・・1・・／人員

61－7118124 P5112612315  1 138
・1－81・1・1・一・… 1・・… 1・一     …
     1≡   ！     l  1
8ト91 12－8’23」43■26一’3，Hl’1r 、ユ20
・ト1・1・… @1・叶・一別；・≡一11≡11・
                             ≡ 1
10ト111   ：ユー231022ユ9137 23；186
・・1－1・1  ・1・≡・一・l1…≡1・1・1… 1雌

1．鐙差範固ノ年齢及ビ性的差異 鍛人最小ハ「アブノルム．jノイf無二ヨリ動揺スベキモ男
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女共年齢進ムニ從ヒ範園接大ス殊二女児ハ1峨ヨリ著シク大トナル．測定シタルモノニ就キ

最大最小火ビ英ノ範幽ハ第9表二示ス如シ．男女ヲ此スル二男児ノ範幽ハ各年齢共女児二比

シテ英ノ範園小ナリ．

 2．標準偏菱 男児12歳ハ共ノ前年二比シ標準偏菱小ナリト離モ共他八年齢進ムニ從ヒ男

女共大トナル，男女テ比スル二女児ハ男児二比シテ各年齢共犬ニシテ残二10歳以後女見易兎

二比シテ著シク大トナル八女兄二於テ胸焼峻宵ノ遅速ガ比ノ時期二於テ現ハル・モノナルコ

トデ知ル．

 3．愛fヒ係数第9表二示スガ如シ．

              第   九   表

免   童   胸 園   平   均

性年齢人員鱗墨錘磁各襲脇希総1欝麟錘護鎧
  ．研＿7｛ 132 55．9±O．1380     49，8＿10．5一＿60．32，35土0．0975  4，25
               1．8  3．22％
男111二11111；！lll；＝ll：；ll……：ll：二：l1二：；l11：1；1：：lll；lll：：

  、ト、。一、、≡。、1土、。。。。ZO舳、、。．、、、一、、。1、、。。㎝。。。乱。。

鬼、。；、、、壬1、。、1、ユ、±皿、1、、1・用”、、、．、、、、。、、1、、、±、1、、、、、、

               1．6  2．52〃
 11士＿12壬 116＝65．1土0－2010     57．8＿17－7＿75．53．21±0．1422 493

 ！6↓＿7↓ 138 53．6±0．1429     47刀＿1Z0＿5弘O■2．⑲土α1011 4．64

 1          2・2孔10％
  7、｝＿8↓ 134 55．8±0．1689     46．4＿16．6＿63，029．0土O．1195 5．20
女一一 H      I．52．69〃
  8、τ一9｝一12057．3土0－1749     49．5－19．5－59，028，4土O．1239 4，95
               2．0  3．49〃
  9ト1O｝11659．3±O．2・60   498＿237＿735＝3別土㎝738 6，59
               3．6 6．05〃
鬼1：：lll：1ぶ1：ll：ll：1：：舳’：：1：1：lllll：1：ll：：：llllll：1：：

            第二節 兄董胸園ノ孚均値

 児童胸囲ノ平均値共他ハ第g表二示スガ如クニシテ年齢進ムニ從ヒ胸園嗜大ス．女児ハ男

児二比シテ各年齢共共ノ胸園狭小ナリ，12歳二逮スレバ女児ノ身長鐙重共二男児ノ其レニ比

シテ大ナリト離モ胸幽ハ男児ヲ凌駕スルニ至ラズ（著者ノ得タル昭和4年度合鮒5市學事一

躍駿格表ニヨルモ女児ノ胸園ガ男児ノソレテ凌駕スルモノナカリキ）．而シテ文部省標準モ

之レニ回ジ各年齢二於ケル男女胸幽ノ比ハ次ノ如シ．

年齢
堰E歳・歳・歳一・歳・・歳・・歳

男・：小・・・・・・・・・…叶・・・・・・…

 印チ男女ノ平均値ノ比ハ7歳ヨリ漸次小トナリ9歳二於テ最小二達シ，爾後却ツチ増加シ

テ漸次大トナルモI2裁二途スルモ遂二男児テ凌駕スノレニ至ラズ，此ノ闇係八文部省標準ト全
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ク相一致ス，凋乙ミュンヘン児童ハ8．5歳男女菱最モ著犬ナリ（マルチン）．

 ！、普通兇ノ胸圃 算術平均Mト標準偏差6ラ使閑シ児童胸囲ノrノルム」テ計出シタル

二次ノ如シ．

普  通  兇  ノ  胸  園
叶I ’■’L ■ 一一   一      I 』L II ■■一    ■一                 I  ■         』I 一           ■ 1                          一  一’

年 齢 7 歳 8 歳 g 歳 10 畿 1ユ 歳 12 歳

o
一  一 I ■   ⊥ … 一                       ■’ ＿    ＿                                                       冊 一

   I
�d1

52．9＿57．7 55．2＿60．2 57．4－62．8 58．8＿65．4 飢・一㈱1…一㈱
i

5u一・6・1・・9－5＆7 54．5＿60．1 55．4＿63．2
I 5如一㈱1舳一梛

第三節胸園ノ鐙育

 1．胸園縄勤護育（第g表）男児ハ8－9歳間獲育最モ大ニシテ2．4次ギバ9－0歳ト8歳

11－2歳間ノ順序ニシテ，1O－l1歳間護育最小1．4ナリ．女児二於テハ10－1噛間襲育最モ

大ニシテ3．6之レニ次イデH－12歳間7…8歳間g－10歳間ノ順序ナリ，8－9歳間襲育最モ

小ニシテ1．5ナリ，印チ男児ニァリテハ8－9歳間襲育最モ大文兄ニアリテハ1〇…1歳間護

育最モ大ナリ，後者ハ衷情期的護育ノ影響ニヨツテ胸囲ノ平均値テ著シク増大シタルモノナ

リ，最小ハタ睨1卜n歳間女児8－9蔵間稜育ナリ，之レテ文部省標準ト比較スルニ其ノ藪

値ハ多少ノ相異アレドモ蜥己ニアリテハ相同シク，女見ニアリテハ彼レハ10－11歳間護育最

大ニシテ相同ジヰモ彼レノ最小ハト8歳間ニシテ1ケ年相異ナル，

 2．胸幽比較護育 男児ハ8－9裁間4．1ζ老ニシテ最大玖イデ9－0歳聞，クー8歳間，1一一

12歳間襲育ノ順序ニシテ10－1峨間襲育最モ小ナリ，女児ハ10－11歳間褒育6．05％ニシテ最

大之レニ次イデ11－12歳間，7－8歳間，9一一10歳間護育ノ順序ニシテ8－9歳間愛育2．69劣

最モ小ナリ，昌ロチ男児二於テ8一一9歳間愛育女児10－1歳間護育最モ大ニシテ男刷〇一臓

間女鬼8－9歳間襲育最モ小ナリ，之レテ文部省標準及ビ諸研究者ノモノト比較スルニ各々

多少其ノ数値ヲ異ニスルモ男児最大ハ著者ハ8－9歳間護育文部省標準ハ8一一9歳闇三田谷氏

ハ五ひ一臓間困原典ハ9一臓間皆吉氏ハ11－2歳間ニシテ著者ト文部省標準ノ外ハ何レモ

葉ノ年間テ異ニス．最小ハ著者ハ1O－11歳間文部省標準之レニ回シク三田脊氏ハ1」I2歳間

田原氏ハ著者ト岡シク皆吉氏モ叉著者二回ジ．女児ニアリテハ最大ハ著者ノモノ10－1歳間

文部省標準之レニ回．シク三田谷氏田原氏ハH－2歳間ニシテ皆吉民ハ9…0歳間ニアリ，最

小ハ著者ノモノ8－9歳文部省標準ハ9…0蔵間ニシテ三田谷氏ハ10－1歳間田原氏及ビ皆

吉氏ハ8－9歳間ニアリ，但シ著者及ビ三田谷氏ノモノハ沸計算ニシテ文部省標準二比シテ

年月孚ケ年進ミ居ルコト及ビ本喪中研究者ニヨッテ測定都伐テ異ニスノレモノアルコト並二被

検見童ノ地方別アルコト等考慮スベキナリ．第10表ノ縄鮒及ビ比較褒育ハ著者ノ計出シタル

モノ田原氏ノ数八四捨五入ニヨリ計出シタルモノナリ．

【18】



見童胸廓ノ測定 263

筋   十   表

見 童 胸 圃 撰 育 比 較
凹

1    一

■ ⊥ ］ ’ ■ ■

。歳j。歳
■ 一 L   』

1ぺ 1  i歳、

9 10 歳111
@1

歳 ！2 歳

1 一     一

＿＿」 ＿＿    一’一一 i
’ o ■ …     」 ’ 一    I 皿  凸       一

一，胸 園 55．9 57，7 60．1 62．1
r

…1 65．1

着 着1 絶動機育 1．8 2．4 2，0 1．4 1．6

比較駿育 3．22 4．16 3．33 2．25 2．52

1 ’ ’ L 一 一
胸 園 54，5 56．4

男
58．5 60．6 62．1 64．2

蝋省標準； 絶対援育一 1．9 lZ1 2．1 1．5 2．1

1 比較駿育 ＆48j 3．72
3，591  一 Z471 3．36

胸 園 54．6 56．5 58．2 59．5 62．O 63．1

一一 田谷！ 絶鞠蟹育 1．9 1．7 1．3 2．5 1．1

比較護育 3．48 3山O， 2用■
4，201  i

1．77

L■1 L   … ■ ’  一

胸 園 56．O 57．6 59．3 61．2 6Z9 64．8

囲 原． 絶鐵襲育 1．6 1．7 1．9 1．7 I．9

鬼 比較蟹育 2．85 2．95 320 2．77 3．03

」   一一山一’ ⊥
、’■ 一 ■■

L
一 一      ’ ． 一 “

胸 圃 54．5 56．1 57．6 59，4
1

60．2 63．O

皆 吉一 絶対襲育 ユ．6 1．5 1．8 工一2 2．4

比較蟹育 2．94 2．66 3．12 Z021 3．95

一  『 凸

’ L皿       一 ■  ■ 0 ■ ■ 一      』■1  ’」… 一
¶ 一

下一一．
川 旧  L 一            一

二
ぺ 7 歳 8 歳 9  ■

ﾎドO歳 11 歳 12 歳

1…
■ 皿 ’   止  一 u  一 止  一 皿 」」血止⊥ 1」 一  一 一 ’ 一 一    一  一 皿 」      一 一    1      一 一  I

胸
 …圃

53．6 55．8 57．3 59，3 62．9 64．9

著 着 絶鐡育1 2．2 1．5 2．O 3，6 3．0

比較骸育 4．1O 2．69 3，49 60．5 4．78

一  ■ 山1’  一 ■■ ⊥一一 ■   一一  ■’」 一 」 皿  凹 I 」

■ ■ 一    ■ 一 …  ’ 一 ■

女
胸 園 52．7 54．5 56．4 582 60．3 62．4

文部省標準 絶鞠襲育． 1．8 19 1．9 2．1 2．1

比較襲育 3〃2 3．48 a36 3．60 347

】 ’

胸 園 53．5 54．0 55．5 57．8 59，O 62．1

一一 岡 谷 絶甥蟹育 1．5 1．5 2．3 1．2 3．1

比較鍍育 2，80 2．78 4．14 20．8 52．5

’
I  I

胸 園 53．6 55．2 568 5＆8 60．8 63．0

岡 原 絶甥繋育 一1，6 1．6 1．7 2．0 2名

見 比較蟹育 2．99 2．89 3．00 3．41 4．61

i

胸 圃 52．1 53．6 55．1 57，O 58，5 60．3

皆 ＝ヒ

口 絶甥襲育 1．5 L5A、。1
1．9 1，7 18

比較襲育 2．87 3．45 230 a07

      第四飾 胸圃ト胸廓前後程及ビ左右径ノ關係

胸幽ハ孚L踏小千面二一致スル胸廓ノ周囲ナリ，胸廓前後樫及ビブ肺樫モ孚鵬水卒面二一致

スル水干面上ノ直径ナリ．胸廓直径ニヨツテ作ラレタル矩形周囲或ハ前後樫及ビ左肩樫テ用

ヒテ作リタル構圓ノ圓周ト胸囲トバ英ノ長サニ於テ幾何ノ開係テ布スルヤテ見ルハ多少興味

アルテ皿テ各児童ノ胸團ト前言巳ノ周圃トチ比較シクリ．次表二見ルカ如ク實際ノ胸園ハ矩形
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港ト締圓圓周ノ中間二社リ．而シテ後二者ノ平均値ト僅少ノ課養範圃二於テ良クー致ス．

性

男

 胸 圃 ト

年    齢

胸 廓 直控

7歳

女

見

  胸   園
A一π1／｛｛（左右樫）2＋（前後樫）2｝

E＝2左右樫十2前後樫

  A，Bノ平均

55，3

48，9

61，6

55．25

胸   園
A一π〕／姜｛（左右裡〕望十（前後程）2｝

B：2左右径十2前後樫

  A，Bノ平均

53，6

47，1

59．2

5・・1・1

8歳
57，7

51，0

64．2

5761

ノ 關 係

g歳110歳
60，1

52，9

66，6

59．75

55，8    57，3

49，5    50，6

62．2 6331

・…1・…！

62，1

54，9

69，0

61．95

59，3－

530j

64．4

5871

u歳
63，5

56．9

コ1，4

64．15

62，9

55，5

69，6

62，55

12歳

65，1

59，1

72，4

65．75

64，5

58，4

72，8

65．6

第六章 男童ノ比胸團

胸園テ身長一テ除シタル離11指数僧×ぜ㌧カ1・一11テ現一レタル兄重／胸廓一ツ

イテ論ズベ’シ．

   第一節 比胸園ニョリテ分類セラレタ〃胸廓ノ撒布

各見重ノ上ヒ居旬幽二…1リf散布咳’ヂ五エルニ第11表・ノ女ロシ．

       第  十  一  表

男見比胸圃撒布表皿   10■  ． 一      一  ユ＿               皿h…」   …   ’皿    ■II■                          ■   ユ＿ ＿          川L                      L        ’一

ぷ㍗1 ・・1・・1・・
i

44 岨5 46 47148 49 50 51
r・ト・1・・ト・

56

」
一 ■        ＾

6・一7・r 7 10i24 22 22
  ！211

12
9’1i ■

1 131

1  ■   ！

P 1

61 ■ ■   一

7・一8・ 1 O 4 10 15 27 28 22 3 4 41 1 125
  一
P41201  ■8．＿9．！ 2 5 エ2 23 19 12ミ4、

工1 ■ O 2 114
、。；ユ。 I

9・一10・ ≡1 2 7＝ 9122 2 14 12 4！ 2 88
i

 ≒
P一

I

ユ0・一n・1 2 o 3 ユ2 19 18 23 11 7 7、 2 105

11・一12・ 3 7 1O 18 221 23 18 2’L 7 4＝
 ■

P1
@■

115

女見比胸固撒布表
＼比胸囲

I㌔

年齢＼
41≡42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

。。／。。 。。1。。

L

6・一7・ 1．；1 2 8 ］3 17 25 24 20 12 11
 i－  13－1 1

138
1

7。｛8・ 11 4 9 12 21 26－27 11 15 5
 i2，1 ！

1 134
！」  12

8・一g・ 7 9一 17一 2工 エ8 17 ユ7 7 3 11
i

1工9
  i1O．14

i

9・一10・ 1 0 4 7 14 29 14 11 8 3 1 1 116

10・一11・ 1 4 6
工、1，1

11 ユ6一 8 6 4 51 11 ユ，■ 】一 86

11・一12・ 2 7 10 18 19 ユ8 11 8 6  － 1 4
11 ■

106
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免童胸廓ノ測定 265

 1．蟹謹範鰯ノ年齢及ピ性別ニコル差異 年齢進ムニ從ヒ比胸幽ノ最大及ビ最小ハ男女共

減少ス，最小及ビ最大ハ異常兜ノ有無典化ニヨリ動機アルベ手モ〃己8歳及ヒユO歳，女児10

歳及ビIユ歳ハ兵ノ範同大ナリ．

 2．標準偏差（第12表）リ脱ハ1G裁二於テ最大，12’歳二於テ最小ナリ．＝女児ハ1幟二於テ

最大，8戯二於テ・最小ナリ，女子ハー般二年齢進ムニ從ヒ標準胴差犬トナル．又．女児ノ標準

偏差ハ各年齢共男児二比シテ大ナリ、

 3．愛化係藪第12表二示スガ軸シ．

                   第   十   二   表

見

性

男

女

見

年

童    此

  一ケ年ノ差
 絶事一減少  比蜘沙

胸    園

齢！人員麟難

16・一7・i131

1 75＿8・  ユ25

・・一・黶E・

・・一1・一・・

 10・＿11． ≡ユ05

、…一2・ P…≡

 6・＿ 7’ 138

 7・＿8． 1134

 8．＿ 9・  119

9．，1O謔P16
10．＿11．」861

11・＿工20  106

496±011431

49．3±O．1261

48．8±O．1307 ・

「486土01711

里8．5＝ヒO．1375 ≡

47．9＝I＝0．1334

 饗差範囲
最小 中間最大

標準偏差及ビ
英ノ確率誤差

鐘化
係敬

一〇．3－0．60％i

一〇．5

－O．2

－O．1

－0．6

・・一・±α…01

48．3＝ヒO，1235

47．7土O，1323

47．6±O．1428

47・5±O・19501

47．4±0．15001

一1．01〃

一〇．41〃

一〇．21〃

＿1．24〃

一〇。4  ＿0．8296

＿O．6  ＿1．24〃

一〇．1  ＿0．21〃

一0．1． ＿0．2ユ〃

＿O，1＿0．21〃1

45．92＿9．22－55．14

43，45＿11．37＿54．82

43．86一ユ2．27－55．13

42．01－12．37－54．38

43，13＿11，14＿5切．27

42．78一ユO．68－53．46

43．47－11．92－55．39

42．98－I1．18－54．16

42．66－10．83－53．49

4147－1153＿5301

41．78－12．58－54．36

41，66－11．72－53．38

 ユ．94±O，0808 ， 3．91

≡2，09±O．1261  4．20
        i

 2．07±O．0925  4．26

－             1

 2138：ヒ0．1210 1490

2．09±O．0973  4．31

121土00943i・・48

223±0090614．58

－2．12±O．0874  里．39

21．4土O．0935 4．48

228土0101014．79

12．68±O．1379  5．65

，2・29土0・10614・84

               第二笛 鬼童胸園ノ苧均値（第12表）

、男女卒均値ヲ比較スルニ勇兄八女児二比シテ各年齢テ連ジテ大ナリ，男児ハ7歳最モ大ニ

シテ49．6年齢進ムニ從ヒ漸次共ノ値小トナリI2歳最モ小ニシテ仰．9ナリ，女児モ亦7歳最

モ大ニシテ48．7年齢進ムニ從ヒ漸次小トナリ12歳斗7．4ニシテ最モ小ナリ，蜘チ児童ノ比胸

圃八年齢進ムニ從ヒ男女共共ノ値テ小ニス，著者バ榊和4年本邦各市ノ學専一麗ニヨリ調査

シタル二男女共11歳及ビ』2歳ノ比胸囲ハ或ハfユ歳二於テ大成ハ12歳二於テ大ニシテ比ノ両者

ノ比胸園ノ犬小一定セチルコトラ知リタリ，著者ノ測定シ幻レ児童ハエ2歳比胸囲ハ11歳ノソ

レ二上ヒシテ夏ラニ小ナリ．児童比胸囲ノ年齢進ムニ從ヒ兵プ雫均値小トナルノ、胸囲ノ獲育ノ

割合二比シテ身長獲育ノ優ル結梨ナリ，而シテリ睨ノ不均値ハ．女児ノ不均値二比シテ常二大

ニシテ女児ガ書隻惰期的獲育ノ旺礁ナルH－12歳二達スルモ向オ勿兜ヲ～変駕シ得ズ，而シテ後

年二至リ女見比胸囲ハタ睨ノ其レテ凌駕スルニ至ルモ12歳児童時期迄ハ共ノ域二達セサ｝ルモ

ノナリ，荷ホ比胸園ノ男女ノ上ヒノ、次ノ如シ．

                         【21】



266 島

年齢
｡・歳・歳．i．・歳・歳』・歳，∴

’’…｡出

男1：女109819α9797α9815α9フ94α9794α9895

 1．普通兜ノ比胸囲 算術平均M及ビ標準偏葵6テ使用シM＋d及ビM一一6ノ雨鮎テ

計出スレバ次ノ如シ．

普 通 見 ノ 比 胸 園

年 齢 7
 一ﾎ’18歳 」

g 歳 1O 歳 11 歳 12 歳

」男女

1  ’

ｺ1477＿515－472＿51ぺ467＿509
Z、、、．、、、1、、1、．、。1、！、、、．、、8    1       I

側1制1㈹帆3一棚r螂一肌2i伽一492

           第三節 比胸園ノ塘滅（第12表）

 男児ノ縄勤増減テ見ルニ11－2歳間減少最モ大ニシテ8－9蔵間減少之レニ次ギ10－i歳

間減少最モ小ナリ，之レヲ比較増減二見ルニ11－2歳間減少最モ大ニシテト9歳間之レニ

玖判0一臓間減少最モ小ナリ，之レヲ文部省標準二比スルニ彼レニアリテハ8－9歳間減

少最モ大ニシテ11－12族間減少最モ小ナリ，英ノ開係相異テルモ著者ノ児童ハ6ケ月進ミ居

ルモノナレバ比ノ鮎ハ考慮ニカロヘザルヘカラズ，女児ノ増減テ見ルニ縄封減少8－9歳間最

モ大ニシテ次イデト8族間減少ナリ，9歳以後湖次減少微弱けル比較増減テ見ルニ縄封

増減ト柵同ジ之レテ文部省標準二比スルニ共ノ数値テ異ニスレドモ英ノ開保全ク利胴ジ之レ

テ要スルニ男女共8－9歳間減少最モ大ニシテ7－8歳間減少之レニ玖ギ爾後年茨ト共二共ノ

減少ノ程度テ小ニス第12表参照，

         第四節 鬼董身長ト比胸園トノ相關關係

 胸圃ノ大小ハ身長ノ大小二比例シテ相似的褒育ラLナスベヰモノナルガ如クナルモ身長ノ大

ナルモノハ之レガ小ナルモノニ比シ比較的比胸園小ニシテ換言スレバ比胸園ハ身長ノ大ナ々

二從ヒ卒均的二減少スルモノナリ，プルグッシユ氏ハ身長匿分ニヨリ被験者ノ狭胸，正常

胸，度胸型ノ割合テ出シテ之レテ講シクリ．著者ハ児童ノ身長ト比胸園トノ梱麗表テ作リ薬

ノ計数テ調査セリ，凹け男女各年齢二厚別シ上ヒ胸幽テXトシ身長テYトシ相関表テ作リ叉

之レニヨリ相関係数（τ）チ森メ之レテー括シデ第13表二掲出ス．

             第   十   三   表

       勇長比胸固相異關係

年齢性 @M∵6x w 6Y  τxv
∵1ビニ1∵ゴ111：1；1－llゴll：容三111；；1
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7卜8基
／二11：ll11

一二■算1：

gザ10去一

10ト1I呈．

。ト・・一

は

／二，、、、、L

は

48．55

47．57

48．47

47．88

47．35

見童胸廓ノ測定

Z09 P117価
2．12i115．45

Z07 P’2＆02 I
2．14，120．45，

2．38  1 127．91

  ；    、
2．28  ミ 125，60

2舶 131ユ9i

2・68－131301

2．12    135，97

2．29  ≡ 137．15

蝸1
5，16

4，65

4，38

5・25弓

6201

一 〇．4705 ± 0．O型70

－ 0．3212 ± O．0522

－0．4130土0．0524

－O，3蛎2土010545

－O，3402土O．0636

－O．2391土O．0590

5．86  r－ 0．3806 ± 0．0568

5．82   － 0．3640 ± 0．0631

5．87   － O．3136 ± 0．0567

5・69i一α3uO±α0592

267

 今相鰯表テ見ルニ往々異常兄アリテ身長犬ニシテ胸園遊ダ大ナルそ…ノアリ，又身長小ニシ

テ比胸鰯小テルモノアリト雄モ之レ等ハ全部ヨリ見テ甚ダ少数二過キズ・

 第13表チ見ルニ和開係数（τ）ハ何レノ場合モ男女共貴敷テ示ス．卯チ逆相粥鰯係ニアリ詳

言スレバ身長大テルニ從ヒ比胸幽ハ之レニ件ヒ小トナル闘係テ示ス，耐シテ相関係敷ノ値ハ

殆ンド常二（9裁女児テ除ク）0．3以上ニシテ充分逆相鍋鰯係ノ存在テ讃育シ得ルナリ．之レ

ヲ年齢ニヨリ見レハ年少兄八年長兄二比シ刷鰯鰯係稽々密ナリ．

縄  括

1．胸廓前後樫，胸廓ノ前樫，胸煙指数，胸園並二比胸園ノ男女各年齢二於ク’ル平均値及

ビ男女比テ総括スレバ次表ノ如シ．

           総  括  ノ  一

年  齢

聰男1女

1妻1男1女

嚢1男1女1

二1男1女，

1／男1女1

6｝一7吾 7士■8｝ 奄W王†
・；一・・一・・；一・1基

ll＝1」ll：■lll

O．9474    0．9233    0．9391

173≡1＆5ヨ192
17．2 工＆11．8．。

O．9796    0．9768    0．9656

134．7  ≡  136．2   －  136，1

ユ38・8・i峨8113＆311伽

55，9

53．6

0．9705

49，6

48．7

0．9817

 、仏。i、。。

 13．8      143   ≡
1。。。。。一α。。。1

 20，0     20．9

－19．4 2α5i
l。。。。。1。。。。。『

．・。。。1・。1．1

11ト12圭

103’9 ｡m268 奄Po’621103721
57，7      60．1  1  62，1

55，8      57，3      59．3

α9656 C皿9532 P皿954ザ

49・3 148・8 ミ里＆6
。。。1。。。i。。。1

0〃97－ O9815 0．9794

 142．5
   1．
 1．0091

 635 ；
 62．9
0州81

 4851
 47．5

109794■

15，1

14．9

0．9881

21，1

21．5

I．024

139．6

144．3

1・033弓

65，1

64，9

0．9901

47，9

47．4

0．9896
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 右ノ表二就イチ注意スベ半ハ光ノ諸鮎ナリ．

 （イ）．計測値ノ平均値ハ胸僅指数（及ビエ2歳ノ胸廓左右狸）テ除ク外，スベテ各年齢テ通ジ

テ男児二大ナリ，從ツチ男女比（男鬼ノ値ヲ軍位トス）ハ1．O以下ナリ．

 （口）．胸廓ノ前後煙ト左右樫テ比較スル二男女比ハ左才准二大ナリ．印チ性的差異ハ左右

健二少シ．文男女此ガ両者共年齢二件フチ増加シ，性的差異ノ減少スル事テ示ス，殊二左右

樫ハ12歳二列ツチ僅カナガラ女児ハ去Pツチ大トナル．

 （ハ）．胸園ノ男女塞異ハ9歳，10歳二於テー時却ツチ著シグナルモ12歳二列レハ再ビ減少

ス、

 （二）．比胸園ノ男女差異ハ全年齢デ通ジテ殆ンドー定ナリ．副チ女児ハ略々男児ノ98％ナ

リ，只12歳二於テハ99劣二近シ．

 （ホ）、胸腔指数ハ全年齢テ通ジテ女児二一大ナリ．耐シテ女児ハ蛎二10歳二於テ140テ突破

シ勇児ハ1年後レテ1I裁二於テ140二達1ス．

 2．M－6乃至Ml＋6（四捨五入）テ皿テ現ハシタル胸廓前後脛其他ノ男女各年齢二於ケ

ル「ノルム」ハ次表ノ如シ．

繍  括   ノ  二

年  齢 6士一7占 7ト8王 8トg｝ ・1一・1

P・・1一・・；1・・1一・・1

鮒！
胸割男
廓脛1女

簑簑は1

胸男1
團／女r

菌は

12－14

12－13

17－19

16＿18

113－15

 12＿14

 18＿20

 17＿19

＝13－15

 12＿ユ4

 18－20

 ユ8－20

．14－15

 13＿15

 19＿21

 18－21

14－ 16 1 14－ 16

13－ 16   14－ 16

。。一。。i。。一。。

19－ 22   20－ 23

    l            l   1
130＿147 一ユ31＿149 ，129－148  133＿151  135＿150  135＿153
                1  ■
53＿58155＿6057＿6359＿65 60＿69－62＿68

    ：             一
 51＿ 56 ≡ 53＿ 59   55＿ 60 ． 55＿63    59＿ 67 － 60＿ 68

■  l  l  l  l  ．
148馬524H’i47－5’一46－51－4615工i47i49
46－5146－50■46－50145－50145－50．45－49

、。。一。。。’1。。一。。。一。。アー1。。1、。。一。。。1。。。一。。。＝、。。一。。。

 3．標準偏差二体リ判定スルニ，胸廓餉後煙，同左右樫及ビ胸園ノ撒布度ハー般二年齢二

件7テ増大ス，殊二女兄二1歳，12歳二於テ著シク大トナルハ護惰朝開始二個人的愛動アル爲

メナルベシ．

 4．胸裡指数ノ年齢的増加 ＝リ3児7歳二述スレバ，指数135トナリ，初生殖二比シテ絶勤

増加32，比較塘加31．07％ナリ．12歳二達スレバ手旨敷140，経封層加37，上ヒ較増加35．92％ト

ナル．

 女児ハ7歳二於テ指数139，絶倒・喰加35，比較増加33，6％ニシテ，12歳二達スレバ指教

1神，絶対増加40，上ヒ較増カロ38．イ6％トナル．
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 5・鵬胸其他崎形胸テ除キrノルム」以外ノ胸煙指数ノ児童ノ鎧格テ調査セルニ次ノ如シ．

 胸襟指数M＋6以上ノ児童ハ普通児童二比シ身長犬ニシテ鶴重モ亦之レニ件7テ多少大

ナリ．胸痙指数M－d以下ノ児童ハ普通児童二比シテ身長小，髄重モ亦稚々小ナリ．充雅

量ハ蜥己ハ雨型者共二一般二小ニシテ女児ニハー定セズ．胸園ハ或八大成ハ小ニシテー定セ

ズ．上ヒ胸園ハ雨型者英一般二小ナレドモ然ラザル側モアリ．

 之レテ要スルニ児童期二於テハ異常胸煙者ト離モ著シヰ褒剤蹄審テ受ケス．然レドモ個々

二就イチ見ル時ハ既二護育障害ノ著明ナルモノ往々アリ．

 6．胸囲ノ護育ハ男児ハ8歳ヨリ三〇歳，女児ハ10歳ヨリ12歳ノ2年間二最佳良ナリ．又護

育ノ最大最小ハ男児二於テ8－9裁聞及ビ10一峨間，女児二於テハ10－1歳間及ビ8－9歳

間ナリ．

 ク．胸廓ノ前後樫及ビ左右樫テ爾遼トスル矩形，並二之レテニツテ直径トスル欄圓テ想定

シ，夫々ノ周邊ノ長サラ計算シテ胸囲ト比較スルニ胸囲ハ此ノ両者印チ矩形魅ト擶圃蓬ノ中

間二社リ．而シテ後二者ノ卒均値ハ胸蝿二僅少ナル課塞ノ範圃二於テ良クー致ス．

 8・比胸囲ハ男女共年齢二件フチ減少ス．個シ女児二於テハ8－9歳間二既二著シギ減少

（最大減少）テ示シ爾後12歳二列ル3ヶ年間ハ何年僅少（最小）ノ減少ラ示スニ過キズ．之レニ

反シテ男児二於テハ梢々不規則ニシテ8－9族間著明ノ減少アリテ後チ減少一度少ナクエ0裁一

u接間二最小二下ルモ，攻年ノH－2接間ニハ部テ最大けル．

 9・比胸圃ト身長ノ棚彌係テ検スル二男女各年齢共逆柵開ノ開係テ示シ，利關係数ハ10

歳女児テ除ク外皆0－3以上ニシテ和鰯粥係八相當密ナリ．

終リニ臨ミ御懇篤ナル御指導ト御校閲ノ勢チ給ハリシ恩師上野先生二感謝ノ意チ表ス．
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